
学校だより

と よ の 小と よ の 小

３月１０日(月)、豊野小学校最後の卒業式が行われました。３月になっても寒さの厳しい日が続き、天候を気
にしていましたが、当日、体育館は少し寒いものの晴天に恵まれ最高の門出の日となりました。今年の卒業生が
入学した年は、あの新型コロナウイルスが猛威を振るいだした時でした。休校があったり、リモート学習があった
りと今までとは違う不自由な生活を過ごし我慢をする日々が続きました。そのような環境の中でも、工夫を凝ら
し一つ一つ小学校の課程をこなし、本日卒業を迎えた６年生は、本当に心も体も大きく成長しました。
当日は、体調不良等の欠席もあり、練習とは違った動きになりましたが、動じることなく立派に卒業証書を受

け取り、呼びかけを行う姿に改めて成長を感じました。変化に柔軟に対応できる姿に感心しました。

３月１１日(火)、５，６時間目に３校の１年生から５年生が集まって合同授業を行いました。来年度、良いスタ
ートをきるために、きまりの確認や校歌の練習、レクリエーションゲームを行いました。校歌の練習では、下竹荘
小学校の草野校長先生の指導のもとリラックスした雰囲気で練習が行われ、３校で初めて歌ったとは思えない
ほどの出来栄えで元気な歌声を聞くことができました。続いて行われたレクリエーションでは、大和小学校の池
田先生がゲームを企画してくださり、３校の児童が学年を越えて楽しむ姿が見られました。そして、下校は、新１
年生も交えて終礼を行いました。来年度の全校児童が集まった様子を見て、残り１カ月を切った開校が楽しみ
になりました。
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２月１９日(水)、６年生を送る会がありました。始めに、クイズ形式で６年生の紹
介を行った後、ゲームや各学年からの出し物、そして恒例のくす玉割りを行いまし
た。ゲームでは、子どもたちが笑顔いっぱいで楽しみ、６年生にとって思い出に残
る会になりました。企画から運営まで行った５年生の最高学年になる決意を感じ
ることもできました。

３月１３日(木)、豊野小学校の閉校式が行わ
れました。１５１年の歴史に幕を閉じることにさみ
しさを感じますが、加賀西小学校の素晴らしい歴
史を築けるように努力してほしいと思います。藤
本華帆さんのあいさつにあったように、豊野小学
校での思い出を胸に未来へ進んでいきましょう。

３月１３日(木)午後、閉校行事実行委員が中心となって企画しました、１５１年の歴
史を振り返る写真の展示が行われました。３時間足らずの展示でしたが、大勢の方に
昔の思い出を懐かしんでいただけたようでした。

１５１年の歴史を振り返る写真展示は、一部ですが豊野公民館
に展示してありますので、ご都合のつく方はご覧ください。

校長より
今年度も大変お世話になりました。特に、閉校の年ということで、これまで以

上に多くの方のお力をお借りして、今日を迎えることができました。 校歌の
「山はるか 吉備の高原」にあるように、恵まれた土地、恵まれた人に囲まれ
た豊野地区のすばらしさを実感する日々でした。ありがとうございました。
来年度は、加賀西小学校としてスタートを切りますが、今後とも教職員一同

よろしくお願いいたします。


